




































































































①「天皇陛下のお言葉　東日本大震災 2周年追悼式　平成 25 年 3 月 11 日（月）（国立
劇場）」
②「皇后陛下のお言葉　平成 21 年全国赤十字大会─赤十字思想誕生 150 周年─平成 21
年 5 月 14 日（木）（明治神宮会館）」
③「安倍晋三首相　平成 25 年戦没者追悼式　式辞」（2013 年 8 月 15 日）
●朝日新聞コラム「天声人語」の文体 11）：
①「タイタニック号と原発事故」（2012 年 4 月 17 日付）
②「東日本大震災」（2011 年 3 月 12 日付）
③「「LOVE」と「LIKE」」（2010 年 11 月 10 日付）
●女性ファッション誌記事の文体：
①「スペシャルインタビュー　深田恭子　オトナになった現在地。」
　『MORE』2013 年 12 月号，pp.321～322.
②「キレイに着るスウェット」「ニットは着心地」（いずれも長谷川潤インタビュー記事）
　『with』No.394　2013 年 12 月号，pp.72～73.
③「美女子ネタ　RUMIKOさんの美マインド革命、始まる」
　『MAQUIA』No.110　2013 年 12 月号，p.28.
4．文体別資料の分析・考察
4. 1　公人スピーチの文体


























　文節数 155、該当語数は 48 語である。和語 33 語、非和語 15 語であることから、RJF










 （動詞 29 語、和語 22 語、非和語 7語、RJF75.9％）
 形容語 深い（深く）、痛々しい（痛々しく）、厳しい（厳しい）、気丈な（気丈に）、深
い（深く）、大切な（大切だ）、新たな（新たに）、厳しい（厳しい）、献身的な（献身的
な）、深い（深く） （形容語 10 語、和語 6語、非和語 4語、RJF60.0％）
 副詞 共に、改めて、いかばかり、常に、これから、常に、少し、改めて、実に
 （副詞 9語、和語 5語、非和語 4語、RJF55.6％）
動詞・形容詞・副詞における語種比率（RJF）を用いた文体分析
（xxiii）88
4. 1. 2　「皇后陛下のお言葉　平成 21年全国赤十字大会─赤十字思想誕生 150周年─平



























　上記 156 文節において、該当語数 47 語の内、和語は 24 語あり、非和語は 23 語、















的な）、大切な（大切な） （形容語 12 語、和語 2語、非和語 10 語、RJF16.7％）
 副詞 大変、爾来、ますます、決して、改めて
 （副詞 5語、和語 1語、非和語 4語、RJF20.0％）



























　159 文節、該当語数 57 語中、和語は 45 語、非和語は 12 語あったことから、RJF は














 （動詞 42 語、和語 32 語、非和語 10 語、RJF76.2％）
 形容語 遠い（遠い）、いとしい（いとしい）、多い（多かれ）、貴い（貴い）、無力な（無
力なれ）、静かに（静かに）、ひたすらに（ひたすらに）、良い（良い）、謙虚な（謙虚に）、
深い（深く）、豊かな（豊かに） （形容語 11 語、和語 9語、非和語 2語、RJF81.8％）





























平成 25 年 3 月 11 日（月）（国立劇場）」 68.8 48 33 15 155
「皇后陛下のお言葉　平成 21 年全国赤十字大会─
赤十字思想誕生 150 周年─平成 21 年 5 月 14 日
（木）（明治神宮会館）」
51.1 47 24 23 156
「安倍晋三首相　平成 25 年戦没者追悼式　式辞」




















天皇 75.9 22 7 29 60.0 6 4 10 55.6 5 4 9
皇后 70.0 21 9 30 16.7 2 10 12 20.0 1 4 5



























　155 文節の内、該当語数は 37 語であった。この内、和語は 31 語、非和語は 6語であり、










 （動詞 30 語、和語 24 語、非和語 6語、RJF80.0％）
 形容語 強い（強く）、優しい（優しく）、はるかに（はるかに）、大きい（大きい）、多
い（多い） （形容語 5語、和語 5語、非和語 0語、RJF100％）
 副詞 ほぼ、どう （副詞 2語、和語 2語、非和語 0語、RJF100％）
4. 2. 2　「東日本大震災」2011年 3月 12日






















　151 文節中、該当語数は 46 語、内和語は 37 語、非和語は 9語である。よってRJF
は約 80.4％となることが分かる。なお、対象除外語は「する」（「でき」「さ」）、「ない」












 （動詞 35 語、和語 32 語、非和語 3語、RJF91.4％）
 形容語 猛烈な（猛烈な）、遠い（遠い）、間近な（間近に）、不気味な（不気味に）、様々
な（様々な）、小さい（小さい）、さら（さらなる）、こんな（こんな）
 （形容語 8語、和語 3語、非和語 5語、RJF37.5％）
 副詞 あらためて、少し、ただただ （副詞 3語、和語 2語、非和語 1語、RJF66.7％）
























　159 文節、該当語数 46 語の内、和語は 39 語、非和語は 7語であり、RJF は約 84.8％














 （形容語 12 語、和語 7語、非和語 5語、RJF58.3％）
 副詞 どう、よく、ひいては （副詞 3語、和語 3語、非和語 0語、RJF100％）
4. 2. 4　朝日新聞コラム「天声人語」に関する考察
　【表 3】は前節（4. 1. 4）同様に、「天声人語」3 コラムにおける全体的な数値結果を一









（2012 年 4 月 17 日付） 83.8 37 31 6 155
「東日本大震災」（2011 年 3 月 12 日付） 80.4 46 37 9 151


























号と原発事故」 80.0 24 6 30 100 5 0 5 100 2 0 2
「東日本大震災」 91.4 32 3 35 37.5 3 5 8 66.7 2 1 3
「「LOVE」と




































　157 文節中、該当語数は 65 語、和語 45 語、非和語 20 語より、RJF は 69.2％となる。




















 （副詞 15 語、和語 12 語、非和語 3語、RJF80.0％）



























　160 文節中、該当語数 58 語、和語 41 語、非和語 17 語より、RJF は 70.7％である。
















 （形容語 16 語、和語 8語、非和語 8語、RJF50.0％）
 副詞 もうすぐ、ますます、実は、まったく、よく、そう、常に、バッサリ
































　163 文節、該当語数 71 語の内、和語は 44 語、非和語は 27 語であり、RJF は 62.0％

















 （形容語 20 語、和語 8語、非和語 12 語、RJF40.0％）
75（xxxvi）
 副詞 まだ、次々と、決して、実は、一切、やっぱり、改めて、もっと、直接、既に、











『MORE』 69.2 65 45 20 157
『with』 70.7 58 41 17 160


























『MORE』 72.4 21 8 29 57.1 12 9 21 80.0 12 3 15
『with』 82.4 28 6 34 50.0 8 8 16 62.5 5 3 8








が 5 割、形容語に至っては 4割という数値から、全体のRJF も 62.0％と、中間の文体
になっている。
5．結論




　同表より、「天声人語」は全てRJF が 8 割を超えており、4. 2. 4 節においても述べた
通り、この点から新聞内の一コラムであるものの「天声人語」は和語文体であるという
ことが指摘できる。





















天皇の式辞 68.8 48 33 15 31.2 155
皇后の式辞 51.1 47 24 23 48.9 156
安部首相の式辞 79.0 57 45 12 21.0 159
「天声人語」
「タイタニック号と原発事故」
（2012 年 4 月 17 日） 83.8 37 31 6 16.2 155
「東日本大震災」（2011 年 3 月
12 日） 80.4 46 37 9 19.6 151
「「LOVE」と「LIKE」」（2010
年 11 月 10 日） 84.8 46 39 7 15.6 159
女性ファッション誌
『MORE』 69.2 65 45 20 27.6 157
『with』 70.7 58 41 17 29.3 160
『MAQUIA』 62.0 71 44 27 38.0 163
73（xxxviii）
ている点で特徴的である。4. 1. 4 節において述べたように、女性らしく、やわらかい話
し方をするように思われた皇后の式辞がもっとも非和語的であり、政治家である現首相
の式辞が最も和語的である。現首相の式辞については、「天声人語」3 コラムに次いで

























天皇の式辞 75.9 22 7 29 60.0 6 4 10 55.6 5 4 9
皇后の式辞 70.0 21 9 30 16.7 2 10 12 20.0 1 4 5
首相の式辞 76.2 32 10 42 81.8 9 2 11 100 4 0 4
「タイタニック
号と原発事故」 80.0 24 6 30 100 5 0 5 100 2 0 2
「東日本大震災」 91.4 32 3 35 37.5 3 5 8 66.7 2 1 3
「「LOVE」と
「LIKE」 93.5 29 2 31 58.3 7 5 12 100 3 0 3
『MORE』 72.4 21 8 29 57.1 12 9 21 80.0 12 3 15
『with』 82.4 28 6 34 50.0 8 8 16 62.5 5 3 8
『MAQUIA』 78.4 29 8 37 40.0 8 12 20 50.0 7 7 14
　【表 8】では、各品詞においてRJF が最高値並びに最低値である箇所に色を付している。









数が 9語であるのに対し、女性ファッション誌 3記事は形容語において平均 18 語、同





　更に、【表 7】【表 8】の二表から述べられることは、動詞のRJF は全てにおいて 7割


















「ごんぎつね」 97.4 39 38 1 2.6
「あらしのよるに」 94.7 38 36 2 5.3
中間
『ミクロ経済学入門講義』 56.8 37 21 16 43.2
「平成 19 年版防衛白書」 45.2 42 19 23 54.8
硬い
「日本国憲法」 23 39 9 30 77
「平成 18 年 6 月 8 日物価安定下













































 8） 最少 151 文節、最多 163 文節である。














아베 세이야（安部清哉）（2013）「일본어 어휘의 역사적 구조변화와 그 관점에서 살

























①「天皇陛下のお言葉　東日本大震災 2周年追悼式　平成 25 年 3 月 11 日（月）（国
立劇場）」
　（宮内庁　http://www.kunaicho.go.jp/okotoba/01/okotoba/okotoba-h25e.html
#D0311　閲覧：2013 年 11 月 12 日）
②「皇后陛下のお言葉　平成 21 年全国赤十字大会─赤十字思想誕生 150 周年─平
成 21 年 5 月 14 日（木）（明治神宮会館）」
　（宮内庁　http://www.kunaicho.go.jp/okotoba/01/okotoba/okotoba-h21sk.html
#D0812　閲覧：2013 年 11 月 9 日）
③「安倍晋三首相　平成 25 年戦没者追悼式　式辞」
　（朝日新聞デジタル　http://www.asahi.com/politics/update/0815/TKY20130815
0077.html　閲覧：2013 年 11 月 8 日）
　●「天声人語」の文体：次の 3点は、全て下記より引用している。
①タイタニック号と原発事故（2012 年 4 月 17 日）
②東日本大震災（2011 年 3 月 12 日）
③「LOVE」と「LIKE」（2010 年 11 月 10 日）
　（朝日新聞　天声人語Web　http://tenjin.asahi.com/zenbun.html#po04　閲覧：





地。」『MORE』2013 年 12 月号，pp.321～322.
②文・杉山ゆり「キレイに着るスウェット」「ニットは着心地」（いずれも長谷川潤
インタビュー記事）『with』No.394 ウィズ 12 月号，pp.72～73．講談社
③文・浅田智子（2013）「美女子ネタ　RUMIKOさんの美マインド革命、始まる」
『MAQUIA』No.110 2013 年 12 月号，p.28．集英社
 （はすい・りえ　博士前期課程）　
